
特
集地域とともに取り組む
防災・減災のための備え
～平時から民生委員・児童委員
　一人ひとりが意識すること～
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● 地域住民に寄り添う民生委員・児童委員のための苦情対応のポイント 第4回

初動が肝心！「困った相談」にどう対応するか？
● 全民児連NEWS
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る
た
め
、
個
別
避
難
計
画
等
を
も
と
に
、

災
害
発
生
時
に
お
け
る
具
体
的
な
避
難

対
応
に
つ
い
て
、
地
域
の
な
か
で
確

認
・
共
有
し
て
お
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

住
民
支
え
合
い
マ
ッ
プ
お
よ
び

個
別
避
難
計
画
の
作
成

　
榛
東
村
で
は
、
社
協
と
共
催
し
、
災

害
時
等
に
民
生
委
員
を
は
じ
め
と
す
る

地
域
支
援
者（
自
治
会
長
、
消
防
団
員
、

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
）が
、
高
齢
者

や
障
が
い
児
・
者
等
の
避
難
行
動
要
支

援
者（
以
下
、
要
支
援
者
）
の
安
否
確

認
等
を
行
う
た
め
、
事
前
に「
住
民
支

え
合
い
マ
ッ
プ
」（
以
下
、
同
マ
ッ
プ
）

を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　
同
マ
ッ
プ
づ
く
り
は
、
平
成
19（
2
0

0
7
）年
度
よ
り
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
の
一
環
と
し
て
社
協
で
開
始
さ

れ
、
当
初
か
ら
民
生
委
員
が
ふ
だ
ん
の

活
動
で
得
た
地
域
住
民
の
情
報
等
を
基

に
し
た
災
害
時
要
援
護
者
の
把
握
を

は
じ
め
に

　
群
馬
県
榛
東
村
は
、
県
の
ほ
ぼ
中
央

部
、
榛
名
山
の
東
麓
に
あ
る
村
で
す
。

人
口
は
1
万
4
4
6
4
人
、
世
帯
数
は

6
2
2
3
世
帯
で
す（
令
和
7
年
3
月

末
現
在
）。

　

榛
東
村
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

（
以
下
、
民
生
委
員
）は
27
人（
う
ち
、

主
任
児
童
委
員
2
人
）で
あ
り
、
充
足

率
は
1
0
0
％
で
す（
令
和
7
年
4
月

1
日
現
在
）。

榛
東
村
の
災
害
リ
ス
ク

　
榛
名
山
系
を
起
点
と
す
る
丘
陵
地
に

唐
沢
川
等
の
1
級
河
川
が
9
つ
も
あ
る

た
め
、
豪
雨
等
の
際
に
は
極
度
に
増
水

し
、
河
川
氾
濫
や
、
土
石
流
の
発
生
リ

ス
ク
が
あ
り
ま
す
。

　
ふ
だ
ん
、
榛
東
村
の
民
生
委
員
が
見

守
り
対
象
と
し
て
い
る
世
帯
の
多
く
が

高
齢
者
で
あ
り
、
な
か
に
は
、
身
寄
り

の
な
い
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
も
い

特 集

行
っ
て
い
ま
す
。
同
マ
ッ
プ
は
、
行
政

区（
自
治
会
）
に
分
け
て
作
成
し
て
お

り
、
年
1
回
、
地
域
支
援
者
が
集
ま
り

更
新
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
同
マ
ッ
プ
を
通
じ
て
、
災
害

時
要
援
護
者
の
自
宅
を
民
生
委
員
が
訪

問
し
、
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
へ
の

登
録
も
促
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
同
マ
ッ
プ
づ
く
り
を
は
じ

め
た
当
時
は
、
と
く
に
、
障
が
い
者
の

い
る
世
帯
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
に
く
い
と

い
っ
た
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
よ

う
な
場
合
に
は
、
民
生
委
員
が
い
き
な

り
訪
問
す
る
の
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
た

め
、
村
役
場
の
保
健
師
等
の
専
門
職
が

地
域
支
援
者
の
情
報
等
を
頼
り
に
訪
問

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
同
マ
ッ
プ
と
あ
わ
せ
て
、
榛

東
村
で
は
令
和
2（
2
0
2
0
）
年
度

か
ら「
個
別
避
難
計
画
」（
以
下
、
同

計
画
）
の
作
成
も
開
始
し
、
現
在
は

1
8
5
人
の
要
支
援
者
の
計
画
を
作
成

し
て
い
ま
す
。

　
特
徴
的
な
の
は
、
要
支
援
者
を

S	（
専
門
職
で
の
事
前
避
難
が
必
要
な
方
）

A	（
専
門
的
支
援
が
必
要
な
方
）

B	（�

一
般
避
難
所
で
の
生
活
が
困
難
・

福
祉
避
難
所
利
用
の
検
討
）

C	（
一
般
支
援
や
見
守
り
で
生
活
可
能
）

　いつ起こるかわからない自然災害に備えるためには、民
生委員・児童委員（以下、民生委員）や民児協組織だけでなく、
地域住民や地域関係者と平時から防災・減災に向けた連携
を深めておくことが重要です。
　防災・減災は、ふだんの地域での福祉的な活動や取り組み
の延長線上にあります。そのため、平時から地域の多様な
主体とつながり、互いの役割を把握・共有し、民生委員の強

地域とともに取り組む

防災・減災のための備え
平時から
民生委員・児童委員
一人ひとりが
意識すること

みを活かして連携することが大切です。また、「防災・減災」
は、地域の誰にも共通するテーマであり、これまで関わりの
少なかった地域資源と新たなつながりを築くうえで有効な
切り口といえます。
　本特集では、民児協の実践事例を中心に、民生委員の視点
や役割を活かしつつ、地域とともに防災・減災に取り組むポ
イント等を有識者のコメントを得ながら考察します。

地
域
関
係
者
と
の

住
民
支
え
合
い
マ
ッ
プ
の
作
成
を
通
じ
た

防
災
・
減
災
の
取
り
組
み

群
馬
県 

榛
東
村
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
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の
4
区
分
に
分
け
、
本
人
の
状
況
に
あ

わ
せ
た
速
や
か
な
避
難
行
動
支
援
を
可

能
と
し
て
い
ま
す
。

　
と
く
に
、
個
別
避
難
計
画
は
、
自
治

体
に
よ
っ
て
、
福
祉
・
医
療
専
門
職
の

み
で
作
成
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、

榛
東
村
で
は
民
生
委
員
を
は
じ
め
、
地

域
の
さ
ま
ざ
ま
な
方
が
た
と
と
も
に
、

そ
れ
ぞ
れ
が
も
ち
合
わ
せ
て
い
る
多
様

な
情
報
を
確
認
・
共
有
し
、
さ
ら
に
福

祉
専
門
職（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

や
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
等
）、
村
役

場
福
祉
・
防
災
担
当
職
員
お
よ
び
社
協

職
員
が
必
要
な
情
報
を
加
筆
し
て
作
成

し
て
い
ま
す
。

地
域
ぐ
る
み
で
の

防
災・減
災
に

民
生
委
員
が
取
り
組
む
意
義

　
同
マ
ッ
プ
や
同
計
画
を
作
成
す
る
う

え
で
重
要
な
の
が
、
こ
れ
ら
を
作
成
す

る
こ
と
だ
け
で
終
わ
ら
せ
な
い
こ
と
で

す
。
作
成
を
通
じ
て
、
た
と
え
ば
、
要

支
援
者
の
安
否
を
ど
の
よ
う
に
確
認
し

て
い
く
か
、
誰
が
ど
こ
に
避
難
誘
導
し

て
い
く
か
、
あ
る
い
は
専
門
職
等
が
対

応
す
る
の
か
、
そ
の
た
め
に
ど
の
よ
う

に
連
携
す
る
か
な
ど
を
確
認
し
、
災
害

発
生
時
に
実
効
性
の
あ
る
対
応
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
そ
の
際
に
、
地
域
の
身
近
な
存
在
で

あ
り
、
行
政
や
関
係
機
関
等
へ
の
つ
な

ぎ
役
で
あ
る
民
生
委
員
こ
そ
が
、
地
域

の
中
心
的
な
立
場（
キ
ー
マ
ン
）
に
な

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
地
域
住
民
で
あ
り
行
政
の
協
力
者
で

あ
る
民
生
委
員
だ
か
ら
こ
そ
、
た
と
え

ば
、
ふ
だ
ん
の
訪
問
活
動
等
を
行
う
な

か
で
の
要
支
援
者
に
対
す
る
気
づ
き
や
、

住
民
目
線
で
の
情
報
等
を
共
有
で
き
、

専
門
職
等
が
も
ち
合
わ
せ
て
い
る
情
報

に
必
要
に
応
じ
て
補
完
す
る
な
ど
と

い
っ
た
強
み
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
強
み
を
遺
憾
な
く
発
揮
す
る
に

は
、
平
時
か
ら
行
政
、
社
協
、
地
域
支

援
者
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
者
と
つ
な

が
っ
て
お
く
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
互
い
の
知

り
得
て
い
る
情
報
や
気
づ
き
を
共
有
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
地
域
ぐ
る
み
で

行
う
同
マ
ッ
プ
や
同
計
画
づ
く
り
は
、

そ
れ
ら
を
実
行
で
き
る
大
切
な
機
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
望
等

　
先
述
の
と
お
り
、
い
ざ
と
い
う
時
に

実
効
性
の
あ
る
取
り
組
み
に
つ
な
げ
る

に
は
、
各
地
区
で
の
避
難
訓
練
等
も
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
以
前
に
も
同
マ
ッ
プ
や
同
計
画
を
基

に
避
難
訓
練
を
行
い
ま
し
た
が
、
あ
ら

た
め
て
す
べ
て
の
地
区
で
訓
練
を
行
う

と
と
も
に
、
そ
こ
か
ら
新
た
な
気
づ
き

や
課
題
等
が
見
え
て
き
た
場
合
は
、
地

域
ぐ
る
み
で
そ
れ
を
改
善
す
る
た
め
の

検
討
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

特集 地域とともに取り組む防災・減災のための備え

地域ぐるみで住民支え合いマップを作成する様子の取り組みは、避難行動要支援者
対策の大切なポイントをおさえた
具体的な実践といえます。村と村

社協が協働体制をつくり、民児協をはじめ
とする支援関係者がもつ情報を共有し、お
互いの強みを活かし、不足する点は補い合
えるよう工夫しながらマップづくりや個別
避難計画の策定をすすめています。

　たとえば、個別避難計画における要支援
者の区分は支援の重要度や緊急度に着目し
たもので、災害時の支援の迅速化だけでな
く、平時に誰が誰と何に取り組めば良いか、
準備目標が明らかになります。

　避難行動要支援者名簿や個別避難計画の
策定をゴールとせず、実践プロセスのなか
で、地域支援者と保健師や福祉専門職との
連携や情報共有、訪問活動での共同作業な
どを行っています。災害を見据えて見守り
ネットワーク事業で、民生委員が地域生活
者と支援者の視点で調整機能を担っている
ところがポイントです。

　このようにさまざまな関係者が、平時か
らつながり、実践を積み重ねることが災害
時にも活きていきます。

一般社団法人 
F

フィールド

EEL Do

有識者からのコメント

活動のポイント！

1事例紹介

ここが

榛東村

さまざまな主体が取り組む防災、災害支
援、地域福祉、市民活動、福祉コミュニ
ティづくり等をサポート、応援する活動
を行っている

代表理事 桒
く わ

原
は ら

 英
ひ で

文
ふ み

氏
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が
で
き
な
い
方
等
も
い
ま
す
。

　
そ
の
際
に
、
地
域
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン

と
な
る
の
が
民
生
委
員
で
す
。
取
り
組

み
方
は
町
会
に
も
よ
り
ま
す
が
、
た
と

え
ば
、
行
政
か
ら
提
供
を
う
け
た「
避

難
行
動
要
援
護
者
名
簿
」に
掲
載
さ
れ

て
い
る
要
配
慮
者
宅
を
民
生
委
員
が
訪

問
し
た
際
に
、
個
人
情
報
開
示
の
同
意

が
得
ら
れ
れ
ば
、
サ
ポ
ー
ト
隊
へ
の
情

報
共
有
を
行
う
と
い
っ
た
か
た
ち
で

「
橋
渡
し
」の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
第
7
地
区
で
も
同
様
に
、
日
ご
ろ
の

民
生
委
員
活
動
等
の
な
か
で
、
新
た
に
、

災
害
時
に
配
慮
が
必
要
と
思
わ
れ
る
住

民
を
確
認
し
た
場
合
は
町
会
に
つ
な
ぎ
、

災
害
時
の
対
応
へ
の
備
え
に
役
立
て
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
災
害
時
に
お
け
る
要
配

慮
者
等
を
地
域
ぐ
る
み
で
サ
ポ
ー
ト
で

き
る
よ
う
、
町
会
、
民
生
委
員
が
互
い

の
強
み
を
活
か
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

を
果
た
す
と
と
も
に
、
い
か
に
平
時
か

ら
連
携
で
き
て
い
る
か
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
の
防
災・減
災
に

つ
な
が
る
民
生
委
員
お
よ
び

民
児
協
の
取
り
組
み

　
第
7
地
区
で
は
、
令
和
5（
2
0
2
3
）

年
度
に「
防
災
・
減
災
に
備
え
る
た
め

の
勉
強
会
」
を
開
催
し
、
令
和
6

（
2
0
2
4
）
年
度
に
は
、
東
京
消
防

庁 

都
民
防
災
教
育
セ
ン
タ
ー
「
本
所

防
災
館
」を
見
学
し
、
災
害
体
験
等
の

学
習
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
機
会

を
通
じ
て
、
自
分
た
ち
民
生
委
員
に
で

き
る
こ
と
は
何
か
、
地
域
ぐ
る
み
で
何

を
備
え
て
お
く
べ
き
か
等
を
考
え
ま
し

た
。

　
ま
た
、
民
生
委
員
は「
災
害
時
対
応

の
心
得
」と
い
う
資
料
を
も
つ
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
、
平
時
に
す

べ
き
こ
と
や
、
主
な
関
係
機
関
の
連
絡

先
、
大
地
震
等
の
災
害
発
生
直
後
か
ら

3
日
間
の
行
動
や
4
日
目
以
降
の
動
き

等
が
A
3
サ
イ
ズ
1
枚
に
ま
と
め
ら
れ

て
お
り
、
折
り
た
た
ん
で
携
行
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
資
料
が
あ

る
こ
と
で
、
各
委
員
が
災
害
時
の
対
応

に
迷
わ
ず
に
済
む
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
、
令
和
6
年
度
に
、
墨
田
区

民
児
協
で「
惨
事
ス
ト
レ
ス
の
基
礎
知

識
と
対
処
法
」と
い
う
テ
ー
マ
の
研
修

を
行
い
ま
し
た
。
墨
田
区
に
は
防
災
・

減
災
に
積
極
的
に
取
り
組
む
民
生
委
員

が
多
く
い
る
一
方
で
、
災
害
が
起
こ
っ

た
際
に
、
支
援
者
と
し
て
の
ス
ト
レ
ス

を
、
日
常
生
活
の
場
に
お
い
て
長
期
的

に
抱
え
て
し
ま
う
懸
念
が
あ
り
ま
す
。

　
同
研
修
会
で
は
、
惨
事
ス
ト
レ
ス
の

は
じ
め
に

　
東
京
都
の
区
部
東
部
に
位
置
す
る
墨

田
区
は
、
人
口
は
28
万
7
7
6
6
人
、

世
帯
数
は
17
万
1
0
8
2
世
帯
で
す

（
令
和
7
年
4
月
1
日
現
在
）。

　
墨
田
区
の
な
か
で
も
最
も
小
さ
い
地

区
の
第
7
地
区
で
は
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員（
以
下
、
民
生
委
員
）
は
18
人

（
う
ち
、
主
任
児
童
委
員
2
人
）で
あ
り
、

充
足
率
は
90
％
で
す（
令
和
7
年
5
月

1
日
現
在
）。

墨
田
区
の
災
害
リ
ス
ク

　
墨
田
区
は
、
西
に
隅
田
川
、
東
を
荒

川
お
よ
び
旧
中
川
、
北
は
荒
川
放
水
路

に
囲
ま
れ
た
地
形
で
す
。
荒
川
が
氾
濫

す
る
と
大
き
な
被
害
が
予
想
さ
れ
る
た

め
、
墨
田
区
で
は
積
極
的
に
防
災
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
令
和
元（
2
0
1
9
）

年
に
大
型
台
風
が
東
京
都
を
直
撃
し
た

際
は
、
近
隣
で
声
を
掛
け
合
い
避
難
等

を
行
っ
た
経
験
が
あ
り
ま
す
が
、
幸
い

に
も
第
7
地
区
に
大
き
な
人
的
被
害
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

地
域
の
防
災・減
災
意
識
を

高
め
る
取
り
組
み

　
墨
田
区
で
は
、
平
成
12（
2
0
0
0
）

年
か
ら
高
齢
者
や
障
が
い
者
等
で
配
慮

が
必
要
な
方（
以
下
、
要
配
慮
者
）
へ

の
支
援
の
た
め
に
町
会
を
母
体
と
す
る

住
民
防
災
組
織
の
な
か
で「
要
配
慮
者

サ
ポ
ー
ト
隊
」（
以
下
、
サ
ポ
ー
ト
隊
）

を
結
成
し
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。

町
会
に
よ
り
サ
ポ
ー
ト
隊
の
活
動
に
違

い
は
あ
り
ま
す
が
、
要
配
慮
者
の
個
別

避
難
支
援
プ
ラ
ン
の
作
成
や
、
防
災
訓

練
、
災
害
時
の
避
難
誘
導
や
生
活
支
援

等
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
要
配
慮
者
の
把
握
や
個
別
避
難
支
援

プ
ラ
ン
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
回
覧

板
等
に
よ
り
、
要
配
慮
者
本
人
や
家
族

か
ら
の
申
請
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
が
、

な
か
に
は
、
支
援
の
必
要
性
の
自
覚
が

無
か
っ
た
り
、
自
ら
声
を
あ
げ
る
こ
と

民
生
委
員
の
視
点
や
強
み
を
活
か
し
な
が
ら

地
域
の
防
災
・
減
災
意
識
を

高
め
る
取
り
組
み

東
京
都 

墨
田
区
第
７
地
区
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

事
例
紹
介
2

3

4

2 1
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基
礎
知
識
を
学
び
、
ス
ト
レ
ス
ケ
ア
と

し
て
委
員
個
人
で
で
き
る
こ
と
と
、
民

児
協
組
織
と
し
て
で
き
る
こ
と
に
ふ
れ
、

と
く
に
、
民
児
協
組
織
と
し
て
で
き
る

こ
と
と
し
て
は
、
ふ
だ
ん
か
ら
会
長
を

は
じ
め
民
生
委
員
の
仲
間
同
士
で
相
談

で
き
る
場
や
雰
囲
気
を
つ
く
れ
て
い
る

こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
と
学
び
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
事
前
に
学
ん
で

お
く
こ
と
も
、
地
域
の
防
災
・
減
災
の

取
り
組
み
を
す
る
う
え
で
、
間
接
的
に

活
か
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
望
等

　
今
後
は
、
地
域
ぐ
る
み
の
防
災
・
減

災
を
考
え
る
う
え
で
、
若
い
年
代
の
方
、

新
た
に
転
居
し
て
き
た
方
や
地
域
と
つ

な
が
ろ
う
と
し
な
い
方
な
ど
と
の
つ
な

が
り
を
ど
の
よ
う
に
つ
く
っ
て
い
く
か

が
課
題
で
す
。
防
災
・
減
災
の
取
り
組

み
は
、
日
ご
ろ
の
取
り
組
み
の
延
長
線

上
と
捉
え
て
い
る
た
め
、
少
し
で
も
多

く
の
方
の
防
災
・
減
災
に
対
す
る
意
識

を
高
め
て
い
く
た
め
に
、
平
時
か
ら
地

域
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
避
難
行
動
要
支
援
者
対
策
は
、
災
害
時
に
自
力
で
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
の

支
援
を
地
域
ぐ
る
み
で
協
力
し
て
行
う
こ
と
が
基
本
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
支
援

が
届
く
体
制
づ
く
り
と
、
名
簿
や
計
画
を
も
と
に
平
時
と
災
害
時
の
具
体
的
な
運
用

を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
個
別
避
難
計
画
や
マ
ッ
プ
づ
く
り
、
避
難
訓
練
等
は
手
段
の
ひ
と
つ
で
す
。
大
切

な
の
は
要
支
援
者
一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
応
じ
た
支
援
を
丁
寧
に
す
す
め
る
こ
と
で

す
。
要
支
援
者
や
家
族
の
住
居
、
立
地
、
人
と
の
つ
な
が
り
の
弱
さ
な
ど
の
災
害
リ

ス
ク
に
対
し
て
、
①
自
助
・
自
主
防
災
力
を
高
め
る
た
め
の
支
援
を
行
う
、
②
支
援

者
を
つ
な
ぐ
、
③
支
援
者
同
士
が
つ
な
が
る
、
④
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
こ
と
、

が
大
切
で
す
。

　
今
後
も
、
民
生
委
員
の
安
全
を
最
優
先
に
し
つ
つ
、
要
支
援
者
の
安
心
と
安
全
に

つ
な
が
る
よ
う
、
地
域
の
協
力
体
制
や
情
報
共
有
、
役
割
分
担
な
ど
に
つ
い
て
、
良

い
点
を
伸
ば
し
、
必
要
に
応
じ
て
改
善
し
な
が
ら
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

『ひろば』を活用して、単
位民児協の定例会などで
民生委員・児童委員とし
ての学びを深めましょう。

❶	行政や関係機関、
地域支援者と防
災・減災の取り
組みにかかる役
割分担等を話し
あっておきま
しょう。

定例会で
話しあってみよう

❷	地域支援者と連
携・協働した要
配慮者等への避
難対応を確認し
てみましょう。

有
識
者
か
ら
の

「惨事ストレスの基礎知識と対処法」を
テーマとする研修会の様子

（講師：筑波大学名誉教授 松井 豊 氏）

特集 地域とともに取り組む防災・減災のための備え

の取り組みでは、防災・減災活動が地域ぐる
みの取り組みとなるよう住民主体の体制を整
えるつなぎ役となり、災害をテーマにしなが

ら日ごろの福祉活動に活かしています。要配慮者宅の
訪問活動を通じて、「災害時も私のことを気にかけてく
れる」という安心感が広がっているものと思います。心
得を作成し全委員に周知していることは、各委員がい
ざというときに、迷い、困らないための良い対策例です。
　惨事ストレスの研修を通じて、各委員の災害時の活
動によって生じる心身の負担や疲労の軽減に対する環
境整備や相談できる場づくりがすすめられています。
平時から相談したり、話を聞いてもらえる環境があるこ
とで民児協内に支え合いの風土が広がることでしょう。
　防災・減災活動のゴールは、災害に備え、さまざま
な活動に取り組みながら、災害にも強い地域をめざす
ことですが、取り組めば取り組むほど、さまざまな障
壁にぶつかります。今後の課題解決にも積み重ねたつ
ながりがきっと活かされていくことでしょう。

活動の
ポイント！

ここが

第 7
地区

有識者からのコメント2事例紹介

今
後
の
活
動
促
進
に
向
け
た

ア
ド
バ
イ
ス
等

総
括
コ
メ
ン
ト

5

一般社団法人 
F

フィールド

EEL Do
代表理事 

桒
く わ

原
は ら

 英
ひ で

文
ふ み

氏
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が
、こ
れ
は
、支
援
者
側
が
感
情
的
に
動

揺
し
て
い
る
サ
イ
ン
で
す
。支
援
者
が
自

分
の
動
揺
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

修
正
対
応
を
早
期
に
試
み
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

２
．相
手
を
刺
激
し
な
い
話
し
方

感
情
的
、拒
絶
的
な
反
応
を
す
る
相
談

者
の
心
の
中
で
は
、何
ら
か
の
感
情
が
動

い
て
い
ま
す
。
感
情
が
湧
き
起
こ
る
と
、

人
は
防
衛
的
に
な
り
、物
事
を
極
端
に
捉

え
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
本
来
、

生
物
が
生
存
の
確
率
を
高
め
る
た
め
に
物

事
に
敏
感
に
な
り
、危
険
を
過
大
評
価
し

て
警
戒
心
を
高
め
る
防
衛
機
能
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
時
、そ
の
人
は
警

戒
心
を
高
め
て
い
ま
す
か
ら
、支
援
者
が

１
．相
談
対
応
の
基
本

相
談
対
応
の
基
本
は
さ
ま
ざ
ま
な
考
え

方
が
あ
り
ま
す
が
、困
難
な
事
例
で
あ
れ

ば
あ
る
ほ
ど
、支
援
者
が
相
談
者
の
心
理

を
決
め
つ
け
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。「
こ

の
人
は
何
も
わ
か
っ
て
い
な
い
」な
ど
と
、

確
信
的
に
相
手
を
捉
え
る
と
、柔
軟
な
対

応
が
で
き
な
く
な
る
か
ら
で
す
。支
援
者

に
は
了
解
で
き
な
い
訴
え
で
あ
っ
て
も
、

一
旦
は
そ
の
人
の
捉
え
方
を
了
承
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

誰
で
も
、他
人
の
強
い
感
情
や
拒
絶
的

な
態
度
に
直
面
す
る
と
、感
情
的
に
反
応

し
て
し
ま
う
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
時
、

支
援
者
が
相
手
を
諭
し
た
く
な
っ
た
り
、

対
立
的
な
緊
張
を
緩
和
し
た
く
な
り
ま
す

批
判
し
た
り
、自
分
の
見
解
を
述
べ
た
り

す
る
と
、強
い
刺
激
と
な
り
得
ま
す
。
相

手
の
訴
え
を
聞
き
つ
つ
、こ
の
人
に
は
ど

の
よ
う
な
感
情
が
あ
る
の
か
を
想
像（
メ

ン
タ
ラ
イ
ジ
ン
グ
）し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。

感
情
と
は
、心
の
状
態
を
反
映
す
る
も

の
で
す
。
相
談
者
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、

該
当
す
る
感
情
を
想
像
す
る
練
習
を
し
て

み
ま
し
ょ
う（
例
：
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感
情

で
あ
れ
ば
、怒
り（
思
い
通
り
に
な
っ
て

い
な
い
）、不
安（
見
通
し
が
立
た
な
い
）、

悲
し
み（
何
か
を
失
っ
た
）、寂
し
さ（
孤

立
し
て
い
る
）な
ど
）。

３
．最
初
の
対
応

人
は
誤
解
さ
れ
た
り
、意
見
を
押
し
付

け
ら
れ
る
と
、他
者
を
信
頼
し
な
く
な
る

傾
向
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、相
手
の

感
情
を
想
像
し
、支
援
者
が
そ
の
感
情
に

関
心
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
必
要
が

あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、苛
立
つ
人
に
、「
そ
れ
は
頭

に
き
ま
す
ね
」、「
不
安
で
落
ち
着
か
な
い

ご
様
子
で
す
ね
」な
ど
と
、支
援
者
側
が
想

像
し
て
い
る
相
手
の
心
理
状
態
を
言
葉
で

示
し
た
り
し
ま
す
。
こ
の
時
点
で
は
、相

手
の
問
題
の
指
摘
や
、助
言
は
し
な
い
方

が
無
難
で
す
。

ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
と
し
て
も
、感

情
的
な
人
は
す
ぐ
に
落
ち
着
く
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
感
情
的
な
時
に
は
、物
事

を
最
悪
な
状
態
と
捉
え
、今
す
ぐ
な
ん
と

か
す
べ
き
だ
と
切
迫
的
に
な
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
時
に
は
、人
は
主
観
的
に
な
り
、

客
観
的
な
事
実
は
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
す
。

こ
の
傾
向
を
逆
手
に
取
り
、客
観
的
な
情

報
に
話
を
向
け
ま
す
。

不
満
を
感
じ
て
い
る
人
が
い
る
の
で
あ

れ
ば
、客
観
的
な
情
報（
例
：
そ
の
人
と
は

い
つ
か
ら
知
り
合
い
な
の
か
、周
囲
の
人

は
ど
う
考
え
て
い
る
か
）を
聞
い
て
い
き

ま
す
。客
観
的
な
情
報
が
増
え
て
き
た
ら
、

「
そ
の
時
、あ
な
た
は
ど
う
感
じ
た
の
で

す
か
？
」な
ど
と
主
観
を
聞
き
ま
す
。
感

情
的
な
時
に
主
観
を
聞
く
と
、現
実
か
ら

離
れ
た
話
に
な
り
、よ
り
感
情
を
強
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
対
話
が
う

ま
く
行
か
な
い
時
に
は
、前
述
し
た
感
情

の
話
題
に
戻
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

初
動
が
肝
心
！

「
困
っ
た
相
談
」に
ど
う
対
応
す
る
か
？

Ｔ
Ｃ
Ｂ
Ｔ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
オ
フ
ィ
ス 

新
明 

一
星 

氏

地
域
住
民
に
寄
り
添
う

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
た
め
の

ポ
イ
ン
ト

苦
情
対
応

適
切
な
対
応
で

活
動
の
負
担
を
軽
減
し
よ
う

第4回

の

NEWS全民児連
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本
資
料
の
活
用
と
実
効
性
の
あ
る

取
り
組
み
に
向
け
て

本
資
料
で
は
、こ
れ
ま
で
に
全
民
児
連

が
行
っ
た
被
災
地
民
児
協
へ
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
等
か
ら
確
認
で
き
た
課
題
を
も
と
に
、

発
災
時
・
発
災
後
に
お
け
る
委
員
へ
の

フ
ォ
ロ
ー
や
支
援
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ

て
民
児
協
組
織
が
取
り
組
む
べ
き「
共
通

視
点
」を
５
つ
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
の
視
点
に
沿
っ
て
各
民
児
協
に

お
け
る
実
効
性
の
あ
る
具
体
的
な
取
り
組

み
に
つ
な
が
る
よ
う
、『
災
害
に
備
え
る

民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
に
関
す
る
指

針（
改
訂
第
４
版
）』（
全
民
児
連
作
成
）に

掲
載
の
一
部
内
容
に
加
え
、実
践
事
例
や

全
民
児
連
評
議
員（
都
道
府
県
・
指
定
都

市
民
児
協
代
表
者
）に
よ
る
協
議
結
果
を

ふ
ま
え
た
対
応
策
な
ら
び
に
平
常
時
か
ら

民
児
協
内
外
で
取
り
組
む
際
の
ポ
イ
ン
ト

難
計
画
」の
作
成
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

そ
の
際
、要
支
援
者
を
４
区
分
に
分
け
、本

人
の
状
況
に
あ
わ
せ
た
速
や
か
な
避
難
行

動
支
援
を
可
能
と
し
て
い
る
と
の
事
例
が

あ
り
ま
し
た
。

こ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、本
資
料
に
お

け
る
共
通
視
点
②「
避
難
所
運
営
協
力
や

行
政
・
社
協
等
の
協
力
方
針
や
、要
援
護

者
等
に
お
け
る
具
体
的
な
支
援
等
の
実
施

方
針
、ま
た
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
」と
関
連
し

ま
す
。
と
く
に
、本
資
料
の
10
頁
に
記
載

の「
普
段
の
見
守
り
や
訪
問
活
動
を
行
っ

な
ど
を
有
識
者
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
と
あ
わ

せ
て
示
し
て
い
ま
す
。

平
常
時
か
ら
取
り
組
む
際
の
ポ
イ
ン
ト

（
事
前
に
民
児
協
内
外
で
決
め
て
お
く

べ
き
こ
と
）

そ
の
１
▼（
実
行
等
の
）「
タ
イ
ミ
ン
グ
」

そ
の
２
▼（
実
行
等
の
）「
主
体
」
※
必
要
に

応
じ
て
実
行
等
の「
相
手
」も
含
む

そ
の
３
▼（
取
り
組
み
等
の
）「
方
法
」

な
お
、５
つ
の
共
通
視
点
に
基
づ
く
具

体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、本
号
の
特
集

事
例
に
も
関
わ
る
ポ
イ
ン
ト
を
一
部
ご
紹

介
し
ま
す
。

群
馬
県
榛
東
村
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会（
本
号
２
～
３
頁
）で
は
、民
生
委

員
・
児
童
委
員
が
、要
支
援
者
の「
個
別
避

て
い
る
方
へ
の
安
否
確
認
に
つ
い
て
」と

い
う
有
識
者※
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
で
ふ
れ
ら

れ
て
お
り
、支
援
の
必
要
性
の
高
い
方
か

ら
安
否
確
認
を
す
る
方
法
を
示
唆
し
て
い

ま
す
。
本
人
の
状
況
に
加
え
、世
帯
お
よ

び
支
援
者
状
況
や
周
辺
環
境
の
３
つ
の
視

点
で
優
先
順
位
を
決
定
す
る
参
考
図
も
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、取
り
組
ま
れ
る

際
は
参
考
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

※�

本
号
特
集
事
例
の
コ
メ
ン
ト
や
総
括
を
執
筆
し
て

い
る
、一
般
社
団
法
人 

Ｆ
Ｅ
Ｅ
Ｌ 

Ｄ
ｏ 

代
表
理

事
の
桒
原
英
文
氏

本
資
料
は
全
民
児
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

本
資
料
で
は
、各
民
児
協
で
５
つ
の
共

通
視
点
に
基
づ
く
検
討
が
で
き
る
よ
う
、

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
本
資
料
を
活
用
い
た
だ
き
、委
員
の
支

援
や
フ
ォ
ロ
ー
の
実
施
に
向
け
た
各
民
児

協
の
方
針
づ
く
り
や
取
り
組
み
等
に
活
か

し
て
く
だ
さ
い
。

全
民
児
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
➡

民
生
委
員
・
児
童
委
員
／
民

児
協
関
係
者 

専
用
ペ
ー
ジ

➡
２
．
活
動
強
化
方
策
お
よ

び
委
員
活
動
に
関
す
る
指
針
、

方
針
等
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）

NEWS全民児連

実効性のある取り組みの例

本資料の
PDF版はこちら

掲載ページは
こちら

 
本
号
の
特
集
事
例
に
関
連   

全
民
児
連
作
成
資
料

「
災
害
発
生
時
・
発
災
後
に
お
け
る
委
員
の 

支
援
・フ
ォ
ロ
ー
の
実
施
に
向
け
た
民
児
協
組
織
の 

機
能
・
役
割
の
発
揮
」の
活
用
に
つ
い
て
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お知らせ

民
鏡

建
藤
　
洋
悦

福
島
県
民
生
児
童
委
員
協
議
会

副
会
長
・
本
紙
編
集
委
員

▼
本
年
の
一
斉
改
選
で
、8
期
21
年
目
に
な
り

ま
す
。21
年
前
、区
長
さ
ん
か
ら
民
生
委
員
・
児

童
委
員
に
推
薦
し
た
い
と
声
を
か
け
ら
れ
、当

時
、自
分
は
民
生
委
員
の
こ
と
を
何
も
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、約
２
時
間
に
お
よ
ぶ
わ
か
り

や
す
い
説
明
を
受
け
、承
諾
し
た
こ
と
を
今
も

思
い
出
し
ま
す
▼
21
年
の
間
、い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
し
た
が
、と
く
に
、２
０
１
１
年
３
月
11
日

の
東
日
本
大
震
災
後
、２
０
１
９
年
の
台
風
19

号
や
、２
０
２
１
、２
０
２
２
年
の
大
地
震
の
大

き
な
被
害
が
今
で
も
目
に
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

２
０
１
９
年
の
水
害
で
は
、担
当
し
て
い
た
親

子
が
車
で
避
難
途
中
に
流
さ
れ
お
亡
く
な
り

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、道
路
に
は
20
セ
ン
チ

ほ
ど
水
位
が
上
が
り
、水
道
水
が
使
え
な
い
状

況
の
な
か
、安
否
確
認
し
、励
ま
し
な
が
ら
提
供

さ
れ
た
飲
料
水
を
各
戸
に
お
配
り
し
て
い
ま
し

た
。
振
り
返
る
と
よ
く
あ
の
よ
う
に
動
け
た
な

と
思
い
出
し
ま
す
▼
他
に
も
、小
学
校
で
の
お

手
伝
い
を
と
お
し
て
児
童
と
の
ふ
れ
合
い
が
で

き
、大
学
生
に
な
っ
た
当
時
の
児
童
か
ら
今
で

も
連
絡
が
あ
り
、反
対
に
安
否
確
認
を
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
後
も
地
区
の
方
が
た
と
各
行
政
の

橋
渡
し
を
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

子どもの人権と民生委員・児童委員
［③守られる権利］

本号では、「守られる権利」について、
子どもの権利条約における４つの原則
のひとつである「子どもの最善の利益」
の原則を基に解説します。

１．子どもの守られる権利とは
「守られる権利」とは、子どもにとっ

て有害で危険なあらゆるものから守ら
れる権利です。たとえば、子どもへの
暴力（児童虐待）から守られることが
含まれます。身体的虐待は、服で隠れ
るところに行われることが多いため、
見つけづらいことがありますが、心理
的虐待や性的虐待は発見するのがさら
に難しいといえます。

そのため、子どもが心理的虐待や性
的虐待を受けたときに、「これは虐待・
暴力なのだ」と認識できるようになる
ために、暴力的な言葉や脅し、大切な

ところを触られること等も虐待であり、
それらから守られる権利があることを
日ごろから伝えることが大事です。
２．「正しい指導」と子どもの最善の利益
親としては、子どもが「良い子」に育

つように良かれと思って「厳しく」し
ているかもしれません。しかし、それ
を「正しい」と思いこみ、子どもの気
持ちを確認しないままでいると、その
厳しさが限度を超え、暴力となります。
そしてそれは子どもの脳にも影響を与
えるほどエスカレートしかねません。

学校の先生も、指導しているつもり
が不適切な指導となり、自殺まで引き
起こしてしまうことがあります。つね
に子どもの最善の利益になっているか
を問いかけることが必要です。

たとえば、良くないことをしたとき
に、どのように正してもらいたいか、

どのような指導をしてほしいか、子ど
もに尋ねることが重要です。
３．民生委員・児童委員への期待
 民生委員・児童委員の方がたは、

声を荒げる、怒鳴るなどの子どもへの
暴言や心理的圧力をかけるような言動
も子どもの権利侵害となることを、子
どもや保護者、教員、指導者に伝えて
ください。

また、子どもたちには、自分の身体
の大切な場所を「プライベートゾーン」
といい、他人に勝手に見られたり触ら
れたりしない権利があり、被害に遭っ
たら、恥ずかしがらずに相談すること
を伝えてください。おとなには、子ど
もが性被害に遭ったときに、「この人
なら大丈夫」と信頼してもらい、いつ
でも安心して相談できる関係をつくる
ようにしていただきたいです。

認定NPO法人 国際子ども権利センター C
シーライツ

-Rights代表理事　甲斐田 万智子 氏

熱中症に注意！
厚生労働省では、熱中症を防ぐポイントや、熱中症
が疑われる人を見かけた際の対応などをまとめた

「熱中症予防のための情報・資料サイト」を公開して
います。二次元コードからご確認いただき、委員活
動中の熱中症に気を付けるとともに、周囲の方にも
呼びかけましょう。

人権について
  考える─第4回─

全国民生委員児童委員連合会のホームページ	 全民児連  で検索
全国民生委員互助共励事業のホームページ	 互助共励  で検索

☆	全民児連ホームページ
では、民生委員・児童委
員制度や活動に関わる
参考資料等を掲載して
います！

ホームページを
ご活用ください

ホームページの
ご案内

月号

令和7年8月1日発行
（毎月1回1日発行）第866号
●	発行所／
	 全国社会福祉協議会	
	 〒100-8980	
	 東京都千代田区霞が関3-3-2	
	 電話03-3581-6747
●	発行人／	池上 実
●	編集人／	平井 庸元
●	定　価／	�1部10円	

（購読料は会費に含む）
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